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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、在外教育施設である日本人学校で学ぶ高校生の特異性を明らかに
し、それに基づく指導法を提案することであった。質問紙調査や縦断的なインタビュー調査の結果、日本人学校
で学ぶ高校生は、文法を重視する傾向が低く、学年が進むにつれて他者との関係性を志向する学習動機が低くな
り、自律した学習者となっていくことが示唆された。また、日本に帰国後、外国の人々や文化と交流する意義や
楽しさを再認識し、英語やその他の外国語に対する学習意欲が再向上することが示唆された。それらの結果を踏
まえ、物語文を題材にシャドーイングやディクテーション活動で発話の定着をねらいとする準備をし、寸劇につ
なげる指導法を提案した。

研究成果の概要（英文）：The present study aims to clarify the distinctive characteristics of high 
school students in a Japanese educational institution overseas and to develop a teaching method for 
those students. The results of questionnaires and interviews showed that although they do not value 
the importance of grammar learning at an early stage, they gradually learn the necessity of rules 
and become more autonomous learners. The results also showed that after they return to Japan, they 
recognize the meaning and joy of cultural exchange with foreign people, and that it enhances their 
motivation for learning foreign languages. Based on these results, a teaching method was suggested 
that aims to create and present a skit applying shadowing and dictation activities.

研究分野：英語教育学
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１．研究開始当初の背景

(1) 2011

となる日本人学校高等部が中国上海に開校し

た。日本人学校とは，日本国外において主に

日本国籍を有する児童・生徒を対象に日本の

教育課程に沿った教育を受けさせる在外教育

施設である。今後世界各地で日本人学校高等

部の設置の検討が予想される中，英語教育に

おいても日本人学校の高校生の特異性を把握

し，それに適した教育活動を提案することは

急務である。

(2) 一般に，学習対象言語が生活環境におい

て日常的に触れる場合は第二言語，生活環境

では触れず，主に教室で学ぶ場合は外国語と

して区別し，その学習プロセ

れている

学校の高校生にとって，英語は外国語である

一方で，現地語である中国語は第二言語であ

る。非英語圏で生活し，第二言語として現地

語を学ぶプロセスは，間接的に外国語である

英語の学習にも何らか影響を与えると予想さ

れる。

(3) 関

人学校の高校生を対象に

リーフを日本一般の高校生と比較

その結果，

習ビリーフは日本の一般の高校生の方が高い

傾向が示された（

校生にとって生活

多くの生徒が文法的な理解を伴わずにサバイ

バルレベルの中国語を日常で使用しており，

中国語の文法の重要性に対する意識が高まら

ないと考えられる。そしてそれが外国語であ

る英語学習にも転移した可能性が示唆される。
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２．研究の目的

本研究では，以上を踏まえ，上海日本人学

校高等部の生徒がどのよう

る学習観や学習方略を形成するのかを明らか

にする。
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以下の手順で分析を進めた。第 1 に、具体例

を抽出した。対象者の逐語データから、分析

テーマと関連する箇所に着目し、概念の具体

例とした。第 2 に、概念の解釈を行った。解

釈にあたっては、分析テーマに対する答えを

意識しながら概念を生成した。第 3 に、概念

の吟味を行った。他のデータとの関連から概

念名の妥当性の検討を行い、必要に応じて修

正した。第 4に、カテゴリーの生成を行った。

具体的には、概念がある程度生成されたら、

それらの関係性を検討した。第 5 に、カテゴ

リーグループの生成を行った。具体的にはカ

テゴリーが生成されたのちその関係性を検討

した。 

(2) 指導法の開発 

①予備実験 

 大学生を対象に，日本語を一切禁止のうえ，

様々な言語活動を通して英語力を向上させる

ことを目的としたイベントを実施し，様々な

言語活動を行った (関谷, 2017)。その中から

中国における第二言語使用経験から外国語で

ある英語学習における学習観，学習方略形成

に好ましい影響を与えると予測される活動を

選定し，それを高校生向けにアレンジした。 

②協力者 

 2016年8月に上海日本人学校高等部で実施

された夏期講習の受講生 8名。 

③実践内容 

 講習は 1 回 90 分で 3 日間実施された。活

動は，1，2日目は物語文を題材にシャドーイ

ングを応用したグループ活動を行い，内容を

理解するとともに口頭産出の素地を作ること

を目指した。3 日目は，それをもとに参加者

が登場人物の役割を担って寸劇を作り発表し

た。   

1，2日目の具体的な手順は以下の通りであ

る。4 人程度の 2 つのグループに分ける。1

人指名し、ヘッドホンを付けて題材の物語文

をシャドーイングする。他の参加者はそれを

ノートにすべて書き取る。交代し別の参加者

がシャドーイングをする。他の参加者はそれ

をノートにすべて書き取る。以降、3周 (1人

につき 3 回) 終わるまで繰り返し交代して行

う。目安は各参加者の書き取りが 9 割程度完

成するまでとし、3周で十分でなければもう 1

周加える。指導者が各参加者の書き取ったも

のを 1 文ずつ別の紙に大きく書いて示し共有

する。正解は教えず参加者によって異なる個

所を確認する。異なる個所を確認するため、

もう 1 周シャドーイングを行う。複数の意見

が出た個所に関してどれが正しいかを再度確

認する。正解は教えない。ヘッドホンをはず

して全員で CD を聞く。トランスクリプトが

正しいかの最終確認をする。スクリプトを渡

しもう一度聞く。CD に合わせ、ヘッドホン

をはずし全員でシャドーイングをする。 

3日目の具体的な手順は以下の通りである。

グループに分かれ，扱った題材に基づく 5 分

程度の寸劇を作るにあたり，配役，セリフ，

演出を話し合いながら考え，練習する。すべ

てのグループが大部屋に集まり，寸劇を発表

する。 

④分析 

 寸劇の発表後に実施した自由記述質問紙調

査により得られた回答を分析した。 

 

４．研究成果 

(1) 学習観・学習方略の形成 

 中国における第二言語としての中国語の学

習や使用は，外国語としての英語に対する学

習観や学習方略の変容を促すことが示唆され

た。具体的には，高校入学前に日本で英語を



学んだときは主に文法規則の習得が大切であ

るという信念を持っているが，中国で生活上

必要に迫られ言語的課題を達成する経験を通

して，語彙の修得の重要性，及び

てに関する

することに対する有効性の認知が高まり，英

語に転移する様子がうかがえた。ただし，こ

のような転移は，幼少期から日本語と中国語

のバイリンガル

用能力を修得していると見られなかった。中

国語の学習プロセスが認知されないためであ

ると考えられる。

後は外国語学習や異文化交流に対する学習動

機が高まり，他の外国への訪問，滞在への行

動につながることが示唆された。

(2) 指導法の開発

 前項③で述べた実践内容は保存及び公開の

ため録画された。

により得られた回答を分析

通して言語の理解（聞く，読む）の側面だけ

でなく，産出（話す）の側面に対する重要性

の認知を高め，機能としての言語に対する理

解を深めたことが示唆された。

(3) 本研究の限界と今後の展望

 本研究は
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